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１．2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 10,687 3.1 1,700 12.8 1,795 8.0 1,305 6.4

2026年３月期第１四半期 10,365 10.9 1,507 61.4 1,663 38.8 1,226 14.9
(注) 包括利益 2027年３月期第１四半期 2,651百万円( 270.9％) 2026年３月期第１四半期 714百万円(△58.5％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 70.08 ―

2026年３月期第１四半期 64.04 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 51,304 39,434 76.9

2026年３月期 50,690 38,604 76.2
(参考) 自己資本 2027年３月期第１四半期 39,434百万円 2026年３月期 38,604百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 ― 33.00 ― 43.00 76.00

2027年３月期 ―

2027年３月期(予想) 43.00 ― 43.00 86.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 19,520 △3.5 2,430 △9.5 2,500 △13.6 1,740 △20.9 92.46
通期 40,800 1.4 5,400 11.6 5,500 7.8 3,800 △4.7 201.93

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無

② ①以外の会計方針の変更 ：無

③ 会計上の見積りの変更 ：無

④ 修正再表示 ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2027年３月期１Ｑ 20,074,968株 2026年３月期 20,074,968株

② 期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 1,598,374株 2026年３月期 1,256,506株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 18,633,143株 2026年３月期１Ｑ 19,158,520株

（注）当社は、「役員向け株式交付信託」及び「株式付与ESOP信託」を導入しており、当該信託口が所有する当社株式
を、期末自己株式数及び期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、依然として沈静化の兆しが見えない地政学的リスクを背景に、

各国の関税政策の影響や輸出規制なども加わり、サプライチェーンへの影響が増しております。

このような状況のもと、当第１四半期連結累計期間の売上高は106億８千７百万円（前年同期比3.1％増）、営業

利益は17億円（前年同期比12.8％増）、経常利益は17億９千５百万円（前年同期比8.0％増）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は13億５百万円（前年同期比6.4％増）となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

＜産業用資材＞

工業用品部門は、国内の自動車関連部品及び住宅設備関連部品の受注の大幅な回復により事業収益を牽引しまし

た。中国においては低迷する市況のなかで輸出品を中心に増収となり、ベトナムにおいても北米向け、インド向け

の輸出品の需要が高まり増収となりました。また低調であった北米においても、緩やかな受注の回復がみられ、増

収増益となりました。制御機器部門は、AI向け半導体の需要増加を背景に半導体製造装置関連部品は増収増益とな

りましたが、液晶製造装置の設備投資が引き続き低調に推移し、また医療関連部品の客先での在庫調整や製品立上

げ遅れの影響を受けたことから、全体では減収減益となりました。

この結果、売上高は61億９千万円（前年同期比7.2％増）、営業利益は３億５千８百万円（前年同期比207.7%増）

となりました。

＜引布加工品＞

引布部門は、自動車関連部品の受注が若干減少したものの、電気・電子向け部材や音響向け部材が好調に推移し

たことにより増収増益となりました。加工品部門は、防衛関連製品の受注や、舶用品の小型船舶用救命浮器等の旅

客船向け製品の受注が減少したことにより、減収減益となりました。

この結果、売上高は８億３千３百万円（前年同期比13.9％減）、営業損失は１千万円（前年同期は２千１百万円

の利益）となりました。

＜スポーツ用品＞

ゴルフ用カーボンシャフト部門は、国内市場において新商品の『SPEEDER NX GOLD』『26 VENTUS TRシリーズ』に

加え、アイアンシャフト『MCI』の販売が引き続き好調に推移しました。一方、北米市場では一部クラブメーカーに

よる在庫調整の影響を受けたことから、増収減益となりました。当該在庫調整の影響は限定的なものであり、第２

四半期以降は改善を見込んでおります。アウトドア用品部門は、主力シューズ類の販売が伸び悩み、円安等による

仕入れ価格高騰の影響もあり、引き続き低調に推移しました。

この結果、売上高は35億７千５百万円（前年同期比1.2％増）、営業利益は15億４千３百万円（前年同期比0.8％

減）となりました。

＜その他＞

運送部門は、堅調に推移しましたが、燃料費の高騰等により、増収減益となりました。この結果、売上高は８千

７百万円（前年同期比0.1％増）、営業利益は５百万円（前年同期比3.6％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の資産は、投資その他の資産の増加により、前連結会計年度末に比べ６億１千３

百万円増加の513億４百万円となりました。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末の負債は、流動負債の減少により、前連結会計年度末に比べ２億１千６百万円減

少の118億６千９百万円となりました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益を計上したことにより、前連結

会計年度末に比べ８億３千万円増加の394億３千４百万円となりました。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の76.2％から76.9％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2026年５月11日の「2026年３月期決算短信」で公表いたしました連結業績予想に

変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,879,001 11,180,071

受取手形及び売掛金 6,691,593 6,589,259

電子記録債権 3,697,752 3,884,298

商品及び製品 3,442,836 3,473,609

仕掛品 2,598,735 2,901,933

原材料及び貯蔵品 691,798 709,264

その他 888,287 493,734

貸倒引当金 △20,464 △23,545

流動資産合計 29,869,541 29,208,627

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,957,822 5,918,018

機械装置及び運搬具（純額） 3,229,487 3,209,786

土地 3,065,801 3,067,193

建設仮勘定 296,904 168,507

その他（純額） 1,219,185 1,248,057

有形固定資産合計 13,769,200 13,611,563

無形固定資産

ソフトウエア 164,582 158,050

その他 286,973 393,584

無形固定資産合計 451,556 551,634

投資その他の資産

投資有価証券 4,560,214 6,021,775

退職給付に係る資産 1,116,812 1,121,161

その他 2,549,004 2,583,709

貸倒引当金 △1,626,186 △1,794,440

投資その他の資産合計 6,599,844 7,932,206

固定資産合計 20,820,601 22,095,405

資産合計 50,690,143 51,304,032
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,673,462 1,749,233

電子記録債務 597,707 240,170

１年内返済予定の長期借入金 800,000 800,000

未払法人税等 170,244 222,417

賞与引当金 516,761 163,737

製品自主回収関連損失引当金 207,666 129,942

その他 2,280,284 2,110,302

流動負債合計 6,246,126 5,415,802

固定負債

長期借入金 2,000,000 2,000,000

リース債務 577,252 572,656

繰延税金負債 1,555,136 2,101,962

環境対策引当金 9,283 9,283

製品自主回収関連損失引当金 134,700 134,700

株式給付引当金 352,283 409,774

役員株式給付引当金 10,278 13,704

退職給付に係る負債 718,008 722,097

資産除去債務 430,478 437,337

その他 51,982 52,088

固定負債合計 5,839,404 6,453,605

負債合計 12,085,530 11,869,407

純資産の部

株主資本

資本金 3,804,298 3,804,298

資本剰余金 3,207,390 3,207,390

利益剰余金 27,292,681 27,640,985

自己株式 △2,430,252 △3,294,633

株主資本合計 31,874,118 31,358,040

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,542,217 3,545,432

為替換算調整勘定 3,564,474 3,926,482

退職給付に係る調整累計額 623,802 604,669

その他の包括利益累計額合計 6,730,494 8,076,584

純資産合計 38,604,612 39,434,624

負債純資産合計 50,690,143 51,304,032
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

売上高 10,365,302 10,687,586

売上原価 6,864,398 6,923,770

売上総利益 3,500,903 3,763,815

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 143,663 110,189

給料及び手当 634,796 640,040

賞与引当金繰入額 30,290 29,309

退職給付費用 21,578 26,191

減価償却費 46,808 53,702

研究開発費 129,393 119,956

その他 986,551 1,083,545

販売費及び一般管理費合計 1,993,081 2,062,935

営業利益 1,507,822 1,700,879

営業外収益

受取利息 12,563 9,850

受取配当金 93,086 105,079

受取賃貸料 3,732 3,439

受取補償金 38,675 ―

その他 41,543 25,122

営業外収益合計 189,602 143,491

営業外費用

支払利息 12,523 13,448

為替差損 10,703 24,695

賃貸収入原価 525 525

固定資産廃棄損 13 268

その他 10,426 9,742

営業外費用合計 34,192 48,679

経常利益 1,663,231 1,795,691

税金等調整前四半期純利益 1,663,231 1,795,691

法人税、住民税及び事業税 390,816 395,171

法人税等調整額 45,417 94,738

法人税等合計 436,234 489,910

四半期純利益 1,226,996 1,305,781

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,226,996 1,305,781

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 149,869 1,003,215

為替換算調整勘定 △655,545 362,007

退職給付に係る調整額 △6,341 △19,133

その他の包括利益合計 △512,017 1,346,090

四半期包括利益 714,979 2,651,871

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 714,979 2,651,871
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

当社は、従業員への福利厚生制度の拡充と当社の中長期的な企業価値を高めることを目的として、従業員イン

センティブ・プラン「株式付与ESOP信託制度」を、2024年２月に導入しております。

(1) 取引の概要

当社は、予め定めた株式交付規定に基づき、一定の要件を充足する従業員にポイントを付与し、当該付与ポ

イントに相当する当社株式を交付します。従業員に交付する株式については、当社が予め信託設定した金銭に

より将来分も含め取得し、信託財産として分別管理するものとします。

(2) 信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己

株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末において1,532,852千

円、872,172株であり、当第１四半期連結会計期間末において1,527,172千円、868,940株であります。

（役員向け株式交付信託）

当社は、当社の取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く。）及び執行役員（以下総称して「取

締役等」といいます。）を対象とする株式報酬制度「役員向け株式交付信託」を、2025年６月に導入しておりま

す。当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実

務上の取り扱い」（実務対応報告第30号 2015年３月26日）に準じて、総額法を適用しております。

(1) 取引の概要

本制度は、当社が金銭を拠出することにより設定する信託（以下「本信託」といいます。）が株式を取得し、

予め定めた株式交付規程に基づき、各取締役等に付与するポイントの数に相当する数の当社株式が、本信託を

通じて交付される株式報酬制度となります。

(2) 信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己

株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末において66,535千円、

34,600株であり、当第１四半期連結会計期間末において66,535千円、34,600株であります。
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（セグメント情報等の注記）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益及び包括
利益計算書
計上額
(注)２

産業用資材 引布加工品
スポーツ
用品

その他

売上高

外部顧客への売上高 5,777,201 968,679 3,531,648 87,772 10,365,302 ― 10,365,302

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― 28,122 28,122 △28,122 ―

計 5,777,201 968,679 3,531,648 115,895 10,393,425 △28,122 10,365,302

セグメント利益 116,432 21,703 1,556,871 5,631 1,700,637 △192,815 1,507,822

(注) １ セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去138千円及び各報告セグメントに配分していない全社

費用△192,953千円が含まれています。全社費用は、主に当社の総務部門、人事部門、経理部門にかかる費

用であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2026年４月１日 至 2026年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益及び包括
利益計算書
計上額
(注)２

産業用資材 引布加工品
スポーツ
用品

その他

売上高

外部顧客への売上高 6,190,633 833,823 3,575,238 87,891 10,687,586 ― 10,687,586

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― 25,572 25,572 △25,572 ―

計 6,190,633 833,823 3,575,238 113,464 10,713,158 △25,572 10,687,586

セグメント利益又は損
失(△)

358,261 △10,346 1,543,854 5,426 1,897,195 △196,316 1,700,879

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額には、セグメント間取引消去138千円及び各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△196,454千円が含まれています。全社費用は、主に当社の総務部門、人事部門、経理部門に

かかる費用であります。

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

減価償却費 381,675 394,170

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第１四半期連結累計期間（自 2025年４月１日 至 2025年６月30日）

(単位：千円)

報告セグメント

合計
産業用資材 引布加工品

スポーツ
用品

その他

日本 3,626,858 714,492 1,206,702 87,772 5,635,825

米国 407,977 4,976 2,130,916 ― 2,543,870

中国 986,306 11,242 13,627 ― 1,011,176

その他 756,057 237,969 180,402 ― 1,174,429

顧客との契約から生じる収益 5,777,201 968,679 3,531,648 87,772 10,365,302

外部顧客への売上高 5,777,201 968,679 3,531,648 87,772 10,365,302

当第１四半期連結累計期間（自 2026年４月１日 至 2026年６月30日）

(単位：千円)

報告セグメント

合計
産業用資材 引布加工品

スポーツ
用品

その他

日本 3,846,879 592,749 1,469,564 87,891 5,997,084

米国 448,432 2,496 1,987,233 ― 2,438,161

中国 1,028,685 15,886 2,591 ― 1,047,163

その他 866,635 222,691 115,848 ― 1,205,176

顧客との契約から生じる収益 6,190,633 833,823 3,575,238 87,891 10,687,586

外部顧客への売上高 6,190,633 833,823 3,575,238 87,891 10,687,586

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

以上


